










自己負担限度額（月額） ※令和8年８月診療分から令和９年７月診療分まで 

自己負担限度額は外来（個人単位）を適用後に、外来＋入院（世帯単位）を適用します。 
①個人単位：外来分のみで自己負担額の合計額を計算し、限度額を超えた分が支給されます。 

②世帯単位：①を計算した後、入院分を含めた世帯（後期高齢者医療制度の被保険者のみ）の自己負担額の 

         合計額を計算し、限度額を超えた分がかかった医療費に応じて按分され、被保険者それぞれ    

         に支給されます。 

自己負担限度額（月額）  
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Ⅲ 

市町村民税課税所得690万円以上の

被保険者及びその被保険者と同一世

帯の被保険者 

２７０，３００円＋（総医療費－９０１，０００円）×１％※１ 

〈１４０，１００円※２〉 

●年間（８月～翌年７月）１，６８０，０００円上限 

Ⅱ 

市町村民税課税所得380万円以上の

被保険者及びその被保険者と同一世

帯の被保険者 

１７９，１００円＋（総医療費－５９７，０００円）×１％※１ 

〈９３，０００円※２〉 

●年間（８月～翌年７月）１，１１０，０００円上限 

Ⅰ 

市町村民税課税所得145万円以上の

被保険者及びその被保険者と同一世

帯の被保険者 

８５，８００円＋（総医療費－２８６，０００円）×１％※１ 

〈４４，４００円※２〉 

●年間（８月～翌年７月）５３０，０００円上限 

2割 

一

般  

Ⅱ 
市町村民税課税所得 

２８万円以上 
※住民税が課税されている世帯 ２２，０００円 

●年間（８月～翌年７月） 

２１６，０００円上限 

６１，５００円 

〈４４，４００円※２〉 

●年間（８月～翌年７月） 

一般Ⅱ ５３０，０００円上限 

一般Ⅰ ４１０，０００円上限 

1割  

Ⅰ 
市町村民税課税所得 

２８万円未満 
※住民税が課税されている世帯 

市
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税
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帯  
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分

Ⅱ 

世帯全員が市町村民税非課税の方 

１１，０００円 

●年間（８月～翌年７月） 

９６，０００円上限 

２５，７００円 

〈２４，６００円※２〉 

●年間（８月～翌年７月） 

２９０，０００円上限 

区

分

Ⅰ 

●市町村民税非課税世帯で、その世帯 

  全員の個々の所得（年金収入は、控除額 

   82.65万円として計算。また、給与所 

   得の金額から10万円を控除して計算）   

  が 0円となる方 

●市町村民税非課税世帯で、被保険者 

  本人が老齢福祉年金を受給している方 

８，０００円 

１５，７００円 

●年間（８月～翌年７月） 

１８０，０００円上限 

※１ （ ）内の金額が０円を下回る場合は０円として計算します。 

※２ 過去１２か月以内に「外来＋入院（世帯単位）」の高額療養費の支給を３回受けた時の４回目以降の限度額です。 

 

●総医療費とは窓口負担額ではなく、10割分の医療費となります。 

●７５歳の誕生月については、加入前の健康保険と後期高齢者医療制度の自己負担額がそれぞれ２分の１になり 

  ます。（障がい認定により加入された方は２分の１になりません。） 

●自己負担額は、病院・診療所・歯科・調剤の区別なく合算できます。ただし、入院時の食事代や保険のきかない費 

  用（雑費や差額ベッド代など）は合算できません。 
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